





























蛋白費 Idax(Inhibition of the IM and A亙ncomplex〕






詰 Dvlの下涜かっ p『カテニンの上流で存用し， Dvl
とAxinの結合を阻害することでWntシグナル伝達経
路を抑制的に制傷すると考えられた。
10. Apoptosis is not increased in myocardium over-

























11. Suppression by estrogen receptorβof AP・1












応答との違い， ERa とERβ を介した応答の違いに
ついて検討した。 E2による AP・1忠答は， ERα を介






























13. Influence of angiotensinogen M253T gene poly-
morphism and an angiotensin converting 
enzyme inhibitor on restenosis after percuta-





















14. Evaluation of sustained grip strength for a stroke 



























i検討 1J過去11年と 5ヶ月に当読 ICUに入室し
た熱携患者のうち，輸液量に影響を及ぼすと考えられ
る熱傷以外の昌子を除いた131慨を，気道熱傷を有す
る群（I-Bl群）および熱傷単独群（Bl詳）にわけ，
24時間輸液量を熱傷面積に対してプロットし直隷居
場分析を行った。気道熱傷の合｛井で輪譲量は約 30
ml/kg 増加した。
｛検討2］気道熱傷単独関10例（12群）と重症皮
宥熱傷単独例6例（B2）群で，循環血液量を経時的に
測定した。外科手術症鰐15例について蘇酔導入室後
に鍾環血液量を灘定し対照佳とした。循環血譲量は気
道熟寝単独でも重症麦膚熱傷と同等に対票値と比較し
て喜意に減少し，その減少した状態辻受傷96時間ま
で持続した。
i結語】気道熱傷を合辞すると輸液量を増加させる
必要がある。
